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শ幹線輸送に関する取組みについて 
 

当社は、関東ع関ਧ間においてশ幹線輸送に関する新たな取り組みを開始致しましたので、下
記によりお知らせ致します。 
 

記 

1.ＪＲ貨物（日本貨物鉄道）との共同事業 

（１）主旨 

ドライバーਂଌ問題のႀ化と通販物の急ౕなੜ大ಉにより輸送ৡの⎫が社会問題化して
いる中、当社は共同して関東ع関ਧ間を中心とする本ପশ幹線輸送における新たな取り組
みを開始することと致しました。 

これは、貨物ഔの空きスペース活用を中心とした鉄道貨物輸送の新たな販売方法や、トレーラー
のスイッチ運ষなどの輸送サービスをパッケージ化するもので、これを荷主企業にਹ用していただくことで、
幹線輸送におけるドライバーਂଌ対ੁにఞ与しつつ、物૨化を実現することを目的としておりま
す。 

また、この共同事業による輸送方法が、今後のশ幹線輸送における輸送ৡの安定供給という
課題に対応するうえで、新しいスタンダードとなることを目指して事業を推進してまいります。 

 

（２）概要 

当社は、鉄道貨物輸送、トレーラー輸送及び大型トラック輸送をセットにした輸送提案を、「LNJশ
ୌ輸送崣嵔崗崟嵏ンR&R」として商品化し、販売・営業をষってまいります。 

輸送サービスのうち「鉄道貨物輸送」については、今後とも安定した輸送ৡの供給がৄまれ、かつ
環境にも優しい輸送モードとして、めて峇の要性がੳされておりますが、この২JR貨物とのタイア
ップにより、有用性の高いJRコンテナ輸送サービスをラインナップすることができました。 
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当社並びにJR貨物は、この有用性を広くPRし、鉄道貨物輸送の振興に努めてまいります。 
なお、当事業における具体的取り組みの主なものは以下の通りです。 
 
① 貨物ഔ区の空きスペースの活用 

・ リードタイムに余裕のある「急ぎではない」輸送需要に対して、土・日・祝日の貨物ഔ区の空き
スペース及び平日の厣ৎఝの貨物ഔ区の空きスペースを活用して JR コンテナを発送
することを荷主企業に提案し、“急がなくてもいい荷物”の輸送需要掘り起しをষうことで JR
コンテナを使用した鉄道貨物輸送のਹ用യ進をষいます。（下図参照） 

 
・ 関東ع関ਧ間での輸送需給ਂཀྵ分のลઽバッ崽崉ーとして貨物ഔの空きスペースをਹ

用します。 
 
 
（図：空きのあるダイヤを使っての JR コンテナ発送イメージ） 
 

 
 
 
 
 

 
 
② 既往の鉄道貨物営業活動の強化 

・ 鉄道貨物輸送が、今後ೃされるশ幹線輸送でのドライバーਂଌの૾யにおいても安
定的に供給される輸送モードであることを強くアピールして、荷主企業に有用性峢のੳを高
めていただき、鉄道貨物輸送のਹ用യ進に努めます。 

 
・ 荷主企業に対して、関東ع関ਧ間でのಛ供給、ಛに JR コンテナを活用することに

よりトータル物コストをする提案をষい、JR コンテナ輸送の需要りକこしをষいます。 
 

２．共同事業とధষしৰ厇峃る事ඨ 

   崰嵔ー嵑ーのスイッチ卞ষ 
・ トレーラー運ষは、関東ع関ਧ間の൨方からの運ষにおいて、関東側の集荷・配達業務を、

関東ܓ中部間を༼୮するトラクタヘッド（以下「ヘッド」）と別なヘッドでষうことで、運ষ৽ଡ଼
を 3 分割致します。（下図参照） 

 
 

空きのある時間帯・曜日の 

ダイ嵌のഔを使って送 

集荷先  集荷 
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・ これにより、ヘッドのドライバー1 名あたりの運ষ時間がさらに短縮され、また集配と運ষを分

し、別のヘッドで輸送することで、集荷時間や配達時間帯に幅を持つことができるため、荷主企
業にとっても活用しやすい、実用性の高いサービスになるものと考えております。 

 
・ なお、中部でのスイッチುਡとして、本ফ 8 月に運用開始予定の当社の新センター（愛知県

小牧市）を活用し、スイッチ運ষのఁ大に対応致します。 
 
（図：崰嵔ー嵑ーの嵀ッ崱スイッチ卞ষイメージ） 
 

 
 
 
 

 
 
 

３．今後のৄৢし 

  本件が当社の当期業績に与える影響は現段階で未定でありますが、今後、業績予想の修正が必
要と判断される場合は、速やかに開示いたします。 
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